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会社概要
社名	 日本サード・パーティ株式会社［Japan Third Party Co., Ltd. (JTP)］
主な事業所	 本社　〒140-0001 東京都品川区北品川四丁目7番35号 御殿山トラストタワー
	 TEL. 03-6408-2488（代表）　FAX. 03-6859-4797
	 東京テクニカルラボセンタ／関西事業所／JTPインテグレーションセンタ／
	 小山サービスセンタ／岩見沢サービスセンタ／九州サービスセンタ
設立	 1987年（昭和62年）10月31日
資本金	 795,475,000円
従業員数	 389名
子会社
韓国サード・パーティ株式会社（韓国ソウル市）
Japan Third Party of Americas, Inc.（米国カリフォルニア州サンノゼ市）

株式の概要
発行可能株式総数	 20,700,000株
発行済株式の総数	 6,015,600株
株主数	 4,449名

株式分布状況
株式数（株） 株式数比率（%）

▋金融機関 172,000 2.86
▋証券会社 327,917 5.45
▋その他の国内法人 767,852 12.77
▋外国法人等 97,508 1.62
▋個人・その他 3,720,147 61.84
▋自己株式 930,176 15.46
　合計 6,015,600 100.00

〒140-0001 東京都品川区北品川四丁目7番35号 御殿山トラストタワー
TEL. 03-6408-2488　FAX. 03-6859-4797　URL www.jtp.co.jp

大株主 （上位10位）
持株数（株） 持株比率（%）

（株）夢真ホールディングス 665,700 13.09
森 豊 468,053 9.20
JTP 従業員持株会 183,300 3.60
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 152,400 2.99
佐伯 康雄 81,100 1.59
カブドットコム証券株式会社 75,900 1.49
三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社 69,600 1.36
吉井 右 67,000 1.31
長谷川 将 60,000 1.18
野田 俊朗 58,000 1.14

（注） 	1. 当社は、自己株式を930,176株保有しておりますが、上表からは除外しております。
	 2. 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

役員	 （2019年6月13日現在）

最高経営顧問	 Scott G. McNealy
代表取締役社長	 森 豊
取締役	 為田 光昭
取締役	 佐藤 裕寿
取締役	 伊達 仁
取締役	 馬場 寛明
取締役	 三舩 明喜
社外取締役	 吉田 雅彦
常勤監査役	 木村 裕之
社外監査役	 竹内 定夫
社外監査役	 井出 隆

会 社 概 要　（2019年3月31日現在）

株 式 の 状 況　（2019年3月31日現在）

郵便物送付先
（電話照会先）

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部　　  0120-782-031

公告方法 電子公告とし、次のホームページアドレスに掲載します。
http://www.jtp.co.jp
但し、事故その他やむを得ない事由により、電子公告を掲載することができ
ないときは、日本経済新聞に掲載します。

未払配当金の
支払について 株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

「配当金計算書」
について

配当金のお支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置
法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、その
添付資料としてご使用いただくことができます。ただし、株式数比例配分方式
をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会
社等にて行われます。確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の
証券会社等にご確認をお願いします。なお、配当金領収証にて配当金をお受取
りの株主様につきましても、配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封さ
せていただいております。確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、株主名簿管理人である左記の三井住友信託銀行に口座（特別口
座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会および住所
変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

上場金融商品取引所 東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）
証券コード 2488
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
上記基準日 毎年3月31日

その他必要あるときは、あらかじめ公告して
臨時に基準日を定めます。

配当金受領
株主確定日

期末配当金　3月31日
中間配当金　9月30日（中間配当を行う場合）

株主名簿管理人
および特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

株 主 メ モ
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不確実性に耐える覚悟が必要

松本　私はスピーチコンサルタントとして、投資家向け決
算説明会のシナリオを耳で聞いて分かるように書き
替えたり、話し方の指導を行っています。お手伝いす
るのはIT業界の企業が一番多く、投資家にビジネス
モデルを説明するのに苦労されている会社が多いよ
うですが、御社ではいかがですか？

森　　当社の事業内容を投資家の皆様にご説明するのが非
常に難しいです。専門用語が多く、仕組みも複雑で、正確に
伝えようとすると余計に分からなくなります。しかも、IT
業界の技術の進歩は著しく、人工知能やIoTなど、次々に新
しい技術が登場しています。私は2014に社長に就任しまし
たが、ITを取り巻く環境が大きく変わる時期であったため、
就任以来、新規事業の育成を最重要課題として取り組んで
きました。とにかく1回チャレンジしてみて、その中で事業

失敗を恐れず
新規事業の育成にチャレンジ

松本　私がお手伝いしているベンチャー企業でも、まずは
不完全な状態でサービスを開始し、そこからアップ
デートしていくことが多いです。御社では楽しみな
新規事業が育ちつつあるようですが、新規事業育成
で重視していることを教えてください。

森　　とにかく興味のある分野、成長が期待できる分野に
どんどんチャレンジすることを重視しており、失敗を許す
企業文化が根付いています。もし、失敗を許さない文化であ
れば、調査だけで半年から1年かかってしまい、その間に事
業機会を逃してしまいます。実は、私が率先して民泊に関連
する事業を始めましたが、上手くいかず3カ月で撤退しまし
た。社長自らが失敗しているので、社員も安心して失敗でき
る雰囲気になっているのではないかと思います。社員に対
しては、業績に大きな影響を与えるような損失を出さない
程度であれば、どんどん新しいことに挑戦することを奨励
しています。また、投資するときも、会社の根幹を揺るがさ
ないよう、少しずつ投資します。

松本　民泊までやっていたとは驚きです。おっしゃるよう
に、調査に時間をかけるのではなく、ちょっと手を出
すのは効果的かもしれないですね。ところで、社員の
前で自分の間違いを認めるのは勇気がいることだと
思いますが？ 

森　　社員と議論していても、相手が言っていることが正
しいと思ったら、「あなたの言ってることは正しいよ」とす
ぐ変えます。変化の激しい今の時代では、柔軟な思考が重要
だと思います。昔は、上司の考えに従って部下が動くことが
多かったと思いますが、現在は、世の中の変化のスピードが
増していますので、組織のみんなが変化に気づき、自分の行
動を変化させていかなければ環境の変化に対応できません。
当社においても、組織もフラットにしたところ業務中のコ
ミュニケーションが円滑化し、自分達で何をすれば良いの
かを考える組織になってきました。カリスマ社長が会社を
引っ張っていく会社もありますが、当社の場合は、社員それ
ぞれが自分の役割で考えた意見を自由闊達に発言し、それ
を経営陣や上司が採用して進んでいく形が一番良いのでは
ないかと思います。

当社のThird AIとAmazon Connectが
連携し可能性は大きく広がった

松本　御社の新規事業への取り組みを見ていると、動くター
ゲットをずっと撃ち続けるようですね。手がけてい
る新規事業の中で、最も期待しているものは何でしょ
うか？

森　　AI です。IBM は Watson（ワトソン）、グーグルやア
マゾンも独自にAIを開発しています。しかし、AIなどの技
術が進歩すれば、どんどん世の中が良くなると思われがち
ですが、お客様だけで新しいテクノロジーを取り入れて、使
いこなしていくには困難が伴います。こうしたITを使いこ
なすためには専門知識が必要であり、どのようにITを使い
こなしていくかを一緒に考えられる我々のようなパートナ
が必要です。従来、日本企業は事業の核となる IT システム
やソフトウェアなどを自前で開発することが多くありまし
たが、近年は求められる技術レベルが飛躍的に向上してい
るため、ITシステムの設計・構築やソフトウェア開発などは、
我々のような専門的な企業に委託する企業が増えています。

松本　AIで何でもできるようになると思っていましたが、
それは幻想なんですね。

森　　私はAIを「デジタル新入社員」と言っています。なぜ
かと言うと、AIは同じことを繰り返して正確にやることに
は優れています。一度教えたら絶対に間違いません。しか
し、教えるために時間をかける必要があります。具体的には、
AI の予測精度を上げるために大量のデータを読み込ませ
たり、予測するための基本的なルールとなる教師モデルを
入れなければいけませんので、2~3年かけて新入社員を育
てるのと同じくらい時間と労力がかかります。ある程度教
育が進むと、AIが自ら学習してどんどん頭が良くなってい
きます。ですので、業務内容だけでなく、どのような教育を
行ったらデジタル新入社員の頭が良くなるのかを理解して
いないといけません。

松本　デジタル新入社員を優秀なものにするためには、早
くから色々なことを試す必要があるのですね。とこ
ろで、御社ではAIをどのように活用しようと考えて
いますか？

森　　もちろん、お客様のニーズによって変わりますが、コー
ルセンタの分野に注力しており、AIとチャットボットを使っ
たサービスを展開しています。チャットボットというのは、

として成り立つものを取捨選択して大きく育てています。
社長に就任して5年が経過しましたが、最近、ようやく形が
できつつあると思います。

松本　確かに、正確に説明しようとするほど分からなくな
りますね。ところで、目まぐるしく環境が変化するな
かで、新規事業育成で心がけていることは何でしょ
うか？

森　　社内では「不確実性に耐える」とよく言っていますが、
経営者として思うのは、新規事業を始める場合、完成形を具
体的にイメージしてから動き始めるのではなく、だいたい
の方向性だけを決めてスタートし、環境変化にあわせて動
きながら計画を立て、最終的に形にしていくことが多いです。
現在は、市場の変化のスピードは従来とは比較にならない
ほど早まっていますので、計画を立てている間に環境が変
わって取り残されてしまいます。

IT 技術で日本企業を支える
「イネイブラー」として

クラウド、IoT、AIなど、新しいテクノロジーの普及とともにビジネスや私たちの働き方も大きく変わるなか、日本
サード・パーティは、既存事業で得た利益を新規事業へ投資して事業構造の転換を進めており、着実に成果があがっ
ています。日本サード・パーティの強みと今後の展望などについて、森社長がご説明します。

SPECIAL INTERVIEW ス ペ シ ャ ル イ ン タ ビ ュ ー

×
スピーチコンサルタント

松本 和也

日本サード・パーティ株式会社
代表取締役社長

森　豊
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例えば、ネットワークがつながらない、などの質問に自動的
に答えるシステムです。

松本　私もやったことあります。時々、予想外の答えが返っ
てくることがあります。

森　　我々が全てデータを読み込ませ、自動で対応する
チャットボットを多くのお客様に導入いただいています。
それも単純にデータを読み込ませるだけではなく、お客様
からの問い合わせに対して、どう答えたらいいのか、正解率
を高めるためのチューニングなども行っています。

松本　AIではグーグルなど海外企業の名前を聞くことが多い
ですが、日本企業の取り組みはどのような状況ですか？

森　　アマゾンやグーグルのAIは、音声認識も含めて英語
の認識率が高く、正解率も高いのですが、日本語に対しては、
データが少なすぎて、まだまだ精度は高くありません。その
ため当社では、日本語で使用するための、例えば音声認識を
日本製のソフトウェアに組み替えたりしてサービス提供を
行っています。

松本　御社の人工知能サービス「Third AI（サードアイ）」と
Amazon Connectが連携しましたね。これは御社に
とって大きなトピックだと思いますが。

森　　Third AI と Amazon Connect と 連携 し た こ と に
よって、Third AIの可能性は大きく広がりました。恐らく、
専門的な知識を持った人は驚いていると思います。Third 
AIは、様々なチャットツールに対してお客様のお問い合わ
せにAIが自動応答を行い、AIの回答が困難なケースに有人
対応へのシームレスな切り替え等が可能なサービスで、こ
れまで、製菓メーカや、アパレルメーカ、石油関連企業など、
幅広い企業に導入いただいています。Third AIとAmazon 
Connectと連携することで「電話」に対する人工知能対応を
初期費用をかけずに強化できます。また、このサービスは拡
張性も高いので、例えば音声認識を組み合わせ、オペレータ
への問い合わせの音声を文字情報に変換するなど、全てを
AIで自動化することができます。例えば、数百人規模のコー
ルセンタを作ろうとするとこれまで数億円かかっていまし
たが、このシステムを使うことによって、初期費用なく構築
できるようになりました。

既存事業でのお客様とのつながりが
新規事業につながる

松本　新規事業が好調な一方、既存事業についてはどのよ
うに考えていますか？

森　　既存事業は当社の収益の源泉であり、ニーズがなく
なることはありませんので、引き続き注力していきます。当

社のITスキルアセスメントツール「GAIT」の受講者数は着
実に増加していますし、GAITをきっかけに、エンジニアの
育成だけでなく、企業全体の人財育成のコンサルティング
を依頼される事例も増えてきました。また、当社の新規事業
は、既存の事業で培った人間関係から派生したものが多い
のが特徴です。ライフサイエンスについても、従来、海外の
医療機器の保守を行っていましたが、医療業界はIT化があ
まり進んでいないため、効率的な医療体制を構築するため
のAIも含めたITシステム構築など様々な相談をいただく
ようになりました。

松本　暗中模索で手当り次第に新規事業に手を出している
のではなく、既存事業から派生しているものが多い
のが特長ですね。

森　　当社は創業以来30年の長きにわたり、幅広い技術サー
ビスを提供するグローバルエンジニア集団として、最先端
の技術をもって、多くの海外企業の日本市場進出を支援し
てきました。こうした長年の事業を通じて培った幅広い業
界のお客様との信頼関係に加え、豊富な経験を積んだエン
ジニアが多数いることが強みです。また、優れたテクノロジー
は、日本国内だけでなく、世界中で生まれていますので、常
にアンテナを張り、海外の新技術を学び続けることが企業
文化として染みついています。こうした強みを活かして、日
本企業の事業成長を IT の面から支えていきたいと考えて
います。

インドの優秀なIT人財と
日本企業をつなぐ

松本　2019年3月期の業績について教えてください。

森　　2019年３月期の業績は、売上高は15.2% 増の5,472
百万円となりました。IT業界を取り巻く環境は好調が続い
ており、様々な分野でビジネスにおける競争力や優位性を
高めるためのIT投資が活発であり、その好調の波に乗るこ
とができています。一方、利益については、今後の更なる事
業拡大に向けたエンジニア採用、育成等の先行投資を行っ
たことにより、営業利益は5.3%減の238百万円となりまし
た。市場の追い風は今後も中長期的に続く見通しであるた
め、将来に向けた継続的な投資を行うことで収益基盤が強
化され、持続的な成長につながると確信しています。引き続
き「AI」「ライフサイエンス」「グローバル」の3つに注力して
いきます。

松本　2019年4月にインドに支店を開設しましたが、設立
の目的と今後の展開を教えてください。

森　　今後の飛躍的な成長を実現するためには海外展開は
必須であり、成長著しいアジアへの展開は以前から考えて
いました。インドには優秀なエンジニアが多数いますので、
当社のITスキルアセスメントツール「GAIT」を活用してエ
ンジニアのスキルを可視化・集約し、日本企業が求めるエン
ジニアを見つけ、人財不足に悩む日本企業を結び付けるこ
とで、日本企業の人財採用の選択肢の拡大に貢献したいと
考えています。2015年より、インドの大学生に対し GAIT
の無償トライアルを開始し、2019年3月で総受験者数は5万
人を超えました。今後、本格的にサービスとして提供し、イ
ンドで継続的に受験できるようにすることで、GAIT を幅
広く活用できるようにしていきます。

ITについて何でも相談できる
「イネイブラー」を目指す

松本　これまでのお話をお聞きすると多くの新規事業があっ
て、どの事業が伸びるのか楽しみですね。中長期に目
指す企業像について教えてください。

森　　我々は、目指すエンジニア像として「イネイブラー」
という言葉を使っています。「イネイブラー」は、技術力のみ
ならず、課題解決力を持ち、お客様の理想を実現可能にする
存在です。つまり我々は、顧客に寄り添う企業でありたい
と考えています。現在、日本では、コンサルティング会社や
SIer が企業の経営課題と IT の課題をともに解決するサー
ビスを提供していますが、日本に数多くある中小企業は予
算面の問題から依頼することができません。そうした企業
をサポートするのが当社の存在意義であると思っています。
限られた予算でも、まずできることから始め、できるだけ早

くお客様の想い描く姿が実現できるようにサポートしてい
きたいと考えています。当社は、自社製品を持っていないが
故に、中立的な立場でITシステムについて相談できること
が強みです。

松本　自社製品を売った方が儲かるように思いますが、コ
ンサルティング会社や SIer と比較した御社の強み
は何でしょうか？

森　　確かに製品を売った方が儲かりますが、敢えて当社
は売りません。なぜかというと、メーカは、自社製品の販売
を優先しますので、場合によっては必要ないものまで販売
するかもしれません。我々はメーカではありませんので、お
客様の立場で最善な製品やサービスを組み合わせ、ITシス
テムを構築することができますし、システム構築した後も、
ユーザが使いこなすまでお手伝いすることができます。当
社のような中立的な立場で IT システムについて相談でき
る存在の必要性が高まっています。

松本　強みがはっきりしていた方が、お客様から選ばれや
すいのではないでしょうか？

森　　必ずしもそうとは言えません。特定の事業が強すぎ
ると、お客様の頭の中でその事業の印象が強すぎて、他の仕
事は依頼されない可能性が高くなると思っています。当社
は世話焼き人としてお客様に寄り添っているため、何か困
りごとがあったら「当社にちょっと聞いてみよう」という関
係を築いています。

松本　「イネイブラー」の強みが良くわかりました。中立的
な立場を活かして新規事業の育成とさらなる成長に
期待しています。本日はありがとうございました。

SPECIAL INTERVIEW ス ペ シ ャ ル イ ン タ ビ ュ ー

松本 和也さん
プロフィール
元NHKアナウンサー。2016年7月から「株式会社マツモト
メソッド」代表取締役。音声表現コンサルタントとして、伝
わるスピーチやプレゼンテーションのコンサルティング
を行っている。NHKアナウンサー時代の主な担当番組は

「英語でしゃべらナイト」司会、「NHK紅白歌合戦」総合司会、
「NHKのど自慢」司会、「ダーウィンが来た!生きもの新伝説」

等のナレーター、「シドニーパラリンピック開閉会式」実況
に加え、報道番組のキャスターなどアナウンサーとしてあ
らゆるジャンルの仕事を経験。
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FINANCIAL HIGHLIGHTS 

OUR ACTIVITIES

● 売上高

● 1株当たり純資産

● 経常利益

● 総資産／純資産

2018

6月
化学分析業界向けにRPAによる「分析
データ処理工程の自動化支援パッケー
ジ」の提供開始

8月
ヒューマノイドロボットSanbot Elfの医院向
け受付サービス「ロボでもマテル」をリリース

12 1 2 3 4 5

連 結 財 務 ハ イ ラ イ ト

● 親会社株主  に帰属する当期純利益 ● 事業セグメント

● 1株当たり当  期純利益

2019年3月期
連 結 売 上 高

5,472
百万円 

12.8%

教育ソリューション事業

2019年3月期の売上高　　　　　　　　   703百万円
 主な事業内容

海外メーカやサービスベンダが日本市場へ参入した際に、
必要となるエンドユーザ向けの技術トレーニング事業を
請負うほか、スキルの棚卸しから不足するスキルを補う
教育までのサイクルを総合的な人財コンサルティングサー
ビスを提供。

西日本ソリューション事業

2019年3月期の売上高　　　　　　　　   676百万円
 主な事業内容

西日本地域におけるICTシステムの運用・保守サービス
とライフサイエンスサービスを提供。

ライフサイエンスサービス事業

2019年3月期の売上高　　　　　　　　   753百万円
 主な事業内容

ICTが応用的に使われている医療機器、化学分析装置な
どの保守サービスを提供。

その他

2019年3月期の売上高　　　　　　　　   434百万円
 主な事業内容

新規事業としてAI-RPA関連事業とデジタルマーケティ
ング事業を提供。

53.1%

12.4%

7.9%

13.8%

2019

2月
JXTGエネルギーへ 24時間365日お客様対応を実現するAIチャッ
トボットの提供を開始

9月
ロボットアプリ「Robo Touch for 
介護」を使った介護施設向けコ
ミュニケーションロボットソリュー
ションの販売を開始

ICTソリューション事業

2019年3月期の売上高　　　　　　　   2,905百万円
 主な事業内容

ICTシステムの設計・構築・運用・保守サービスを一貫し
て行うことに加えて、ICT機器の製造支援サービスを提供。

▋ICTソリューション事業

▋教育ソリューション事業

西日本ソリューション事業 ▋

ライフサイエンスサービス事業 ▋

その他 ▋

12月
人工知能サービス「Third AI（サードアイ）」がクラウド型コ
ンタクトセンター「Amazon Connect」と連携

1月
三菱総研DCSと対話AIエンジンとヒューマノイドロボットによるコミュニケーション
ロボットサービス提供に向けて共同実証実験を開始

人財育成

IT教育

ヘルプデスク

システム開発

アウトソーシング

人工知能

薬機法対応

インテグレーション

医療機器サポート

化学分析機器サポート

ロボティクス

デジタルマーケティング

ライフサイエンス

6月
ITスキルアセスメント「GAIT」のインドでの総受験者数が
3万人を突破

8月
ヒューマノイドロボットNAOの自閉症療育プ
ログラム「Ask NAO」の取り扱いを開始

12月
ラーニングプラットフォーム「UMU」の取り扱いを開始

4月
インド支店を開設し、インドでの事業展開を開始


